習志野に賭博場が出来て本当にいいのですか？

反対の意思を表明しなければ賛成とみなされます。





	住　　　　　　　所
	氏　　　　　名
	印

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


巨大ギャンブル場の計画をやめさせる会

６月２８日までに「やめさせる会」５，５００、「反対する会」６，５００、合計１２，０００


余りが、市議会に提出されました。





なぜ署名活動を継続しているのか。





　私たちの生活・教育の環境が破壊されることに強く反対します。国交省の事業認可下記３条件が成立することを阻止するため署名活動を継続します。


①「市議会が反対決議をしないこと」は？


　習志野市議会に対して私たちは５，０００余名の署名を添えてボートピア反対の陳情をしました。結果は６月２８日、


賛成６、反対２０の圧倒的多数で否決されてしまい、ボートピア設置３条件の一つが陥落してしまいました。


②「地元の同意」は？


　茜浜の各企業は「地元自治会」とは言えず、もちろん同意もしていませんので、事業者である（株）テックエステートは秋津・香澄地区の自治会・町会の同意を求めてくると思われます。そこで、同社も市も説明会を開催せざるを得なくなったのでしょう。


　現在、反対の決議をしているのは香澄県営自治会のみです。町会・自治会を同意させないため、または反対決議を得るためには署名活動が必要なのです。しかし、本来ならば住民の総意を調べることは行政、もしくは自治会･町会の仕事だと思うのです。


③「市長の同意」は？


　６月１５日号の市の広報では「さまざまな角度から検証・検討を行っている。」とあります。千葉工大の学長が同意をしないよう申し入れるなど、さまざまな活動が行われています。


　私たちはこの計画をやめさせるまで署名活動を続けていき、あらゆる関係機関に訴えて行きます。


ボートピア習志野の計画に反対する署名





文教住宅都市憲章


（市民のつとめ）


　市民は教育、文化の向上に望ましい環境を維持するようぬつとめなければならない。


（市長および関係機関のつとめ）


　市長は、都市施設の整備にあたり､常に市民の生命､身体および財産の安全を第一義として生活の利便に供するようつとめるとともに、かつ教育、文化の向上を根幹とするよう配慮しなければならない。





【巨大ギャンブル場の計画をやめさせる会】


伊波尚義・岩村行枝・木村しず子・桑原和久・坂本正樹・鈴木正文・鈴木みつ子・田久保裕一・竹川未喜男・田頭百合子・中村作和子・松岡鶴美・山田美智代・山本剛士・横井和子


（香澄6丁目有志・秋津1･2・3･4･5有志）


【署名送付先】


習志野市秋津１－３－７－１０３　伊波尚義


〒：275-0025


℡：047-453-7621　FAX：047-478-2947








